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学学都都「「仙仙台台・・宮宮城城」」ササイイエエンンスス・・デデイイ 出出展展（（体体験験ブブーースス））  
 
●まじかるマグネット ～磁石（じしゃく）であそぼう～ 

 
携帯電話、電子機器をはじめとして身の回りには磁石が利用されているもの

がたくさんあります。 
本プログラムでは、方位磁針、携帯電話、スピーカー、モーター、さらにコン

ピュータのハードディスクまで、様々な製品に応用されている磁石を棒磁石、

世界最強の磁石を使ってわかりやすく説明します。磁気が“見える”特殊なシー

トを使って目に見えない磁気を見てみよう！ 
 

開催日時：2024 年 7 月 14 日（日）9：00～16：00 
場 所：東北大学川内北キャンパス講義棟 A101 
対 象 者：子ども～大人まで 

 
 
国国立立仙仙台台高高等等専専門門学学校校広広瀬瀬キキャャンンパパスス賞賞受受賞賞  
〈賞創設者より〉 
ガウス加速器は、知識としては知ってましたが、実際に見たのは初めてでし

た。いろいろな派生実験を思いつくよなぁと個人的に思うとともに、子供たち

もそうなると良いなと思いました。こどもたちを磁石にかかわるおもちゃでビ

ックリさせ、将来の実験の種を多数提供している点を評価しました。 
 
未未来来ににつつななががるるでで賞賞受受賞賞  
〈賞創設者より〉 
磁石により強い磁石を当てることで次回の向きが変わる性質や磁石と反発す

る物質を用いることで摩擦の影響が少なくなる性質。さらには磁石に 2 つの鉄

球をつけて反対側からもう一つの鉄球をぶつけることで反対の一番は地の鉄球

が打ち出されるのがガウス加速器等の性質で新たな未来の可能性が見えたか

ら。 
 
役役にに立立つつでで賞賞  
〈賞創設者より〉 
磁石を使用したスピーカーがあり、私はそれに興味を惹かれました。当日展

示されていたものは振動する部分を金属板やアクリル板に押し付けることで音

がでるもので、スピーカーがなくてもそれで解決でき、様々な場面で使えると

思ったからです。  
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